











































廣 田 有 里*
要 約
本研究では, 情報リテラシー教育のスキル指標を作成し, その有効性を検証した｡ スキル指標を作成してスキ
ル調査を実施することにより, 学生の振り返りを促す効果があり, また講義および教材の改善に役立てることが
できる｡ 一年次の講義である ｢情報リテラシー｣ の初回と最終回にスキル調査を実施し, 二群のデータを比較す
ることによりスキル指標としての有効性を検証した｡ また, スキル指標の示す数値と講義の内容を比較し, 講義
の改善に役立てる方法を検討した｡
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の PowerPoint の使い方を確認する ｢プレゼン











EDONET (江戸川大学のネットワーク) に接続し, 授業に必要な大学システム (エドポタ・エドへん・
エドクラテス) を使用することができる｡
2





6 検索エンジンを使って, インターネット (Web) から目的とする情報を探し出すことができる｡
7 江戸川大学の図書館の検索システム ｢エリス｣ を利用し, 必要な文献情報を探し出すことができる｡
8 江戸川大学の図書館の ｢データベース検索｣ を使い, 授業やレポートに必要な情報を検索することができる｡
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14 レポート作成等で, 他人の著作物を利用する際, 適切に処理することができる｡
15 文字の入力と変換ができる｡
16 Wordで簡単な文書 (文字の入力のみ) を作成し, 保存することができる｡
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た｡ 履修人数 495名の約 77％にあたる｡ そのう
ち, 有効回答データ 249件について分析した結果
を図 2に示す｡ このデータは ｢自分で理解し (実
行し), 人に説明することができる｣ を 4とし,
｢自分で理解している (実行することができる)｣
を 3, ｢言葉だけ聞いたことがあるが理解してい
ない (実行することができない)｣ を 2, ｢全く聞
いたことがない｣ を 1として集計している｡







No. 1回目平均 2回目平均  両側
1 3.02 3.55 6.57 E28
2 2.59 3.45 8.09 E44
3 2.33 3.55 1.14 E64
4 2.72 3.46 6.1 E32
5 2.46 3.45 1.43 E45
6 3.26 3.59 8.33 E13
7 1.57 3.03 2.99 E72
8 1.65 2.95 2.29 E63
9 1.73 3.37 4.86 E83
10 2.6 3.18 2.59 E22
11 2.08 2.75 2.4 E32
12 2.02 2.74 7.93 E36
13 2.21 2.92 4.68 E29
14 2.31 3.13 5.64 E34
15 3.43 3.74 1.73 E15
16 3.15 3.71 4.51 E28
17 2.81 3.53 1.63 E35
18 2.67 3.53 8.71 E44
19 2.5 3.31 3.32 E41
20 2.36 3.33 4.17 E50
21 2.36 3.35 3.43 E53
22 2.18 3.34 1.04 E64
23 2.35 3.44 4.28 E56
24 2.3 3.38 4.52 E52





リテラシー｣ 科目の受講により, 調査した 25の
スキルに対して明確な伸びが見られた｡ ｢学内シ





















田有里, Informatio, Vol. 6, 2010
2) 全学基礎教養教育科目 ｢情報リテラシー｣ 再構
成の試み, 波多野和彦, 中村佐里, 廣田有里, 宮崎
孝治, 平成 23年度教育改革 ICT戦略大会 発表抄
録
情報スキル指標の作成とリテラシー教育の改善34
参考文献
